
森林レンジャーあきる野新聞

カワラヒワ、アトリやシメのコラボ写真。秋から春までは、野鳥にとっては寒さ、食料や隠れ場の確
保など、困難なことが多い時季であることは想定できます。その間、多くの野鳥は最も頼るのは植物
でしょう。しかし、冬が深まるにつれ、餌となり得る実や種子などがだんだん減少する中で、野鳥は
必死に越冬し、春の長旅や繁殖に備えます。こんな物も、あんな物もと、想像を超える程、植物の細
かい部位までかれらを支えます。今回の新聞はあきる野の「トリショク」にアプローチします。
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